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１ 業務概要 

１－１ 業務の目的 

 廃棄物の発生抑制（Reduce）、再利用（Reuse）、再生利用（Recycle）という「３

Ｒ」の取り組みを通じて、循環型社会の構築を推進するため「３Ｒ推進中部地方大会」

を開催する。 

 環境省中部地方環境事務所では、平成２１年度から平成２３年度の間、循環型社会

の形成を目指し、「中部地方における地域循環圏の構築に向けた検討」を、食品リサ

イクルループの構築をテーマに進めた。この検討の中で、食品リサイクルへの取り組

みを身近に感じられる形でより多くの方々に知ってもらうことで、消費者等が食品リ

サイクル由来の農畜産物等を選択しやすくすることが課題と指摘され、当事務所では、

食品リサイクルの取り組みを表す愛称として「めぐりふーど」及びそのシンボルマー

クを定め、平成２３年１０月より運用を開始した。また、平成２４年度においては同

事業において更なる環境整備（場づくり）が必要との観点から認知度の向上及び取扱

店舗の拡大を、平成２５年度及び平成２６年度には食品リサイクルの取り組みが消費

者において身近に感じられるよう調理実習等を通じた事業を行うなど展開してきた。

今後、中部地方において食品リサイクルの循環圏を確実に構築していくためには、事

業者が新規かつ持続的に取り組める環境整備を整えることが必要不可欠であり、この

シンボルマークを普及・活用することがその一助となると考えている。 

 そこで、この大会では、食品リサイクルの取り組みを表す「めぐりふーど」や循環

資源として生産されている食材の普及を図り、食品リサイクルの取り組みを身近に感

じていただくために各種普及啓発イベント等を開催する。また、あわせて、食品リサ

イクル以外のリサイクルやリサイクルより優先順位の高いリデュース・リユースを含

めた３Ｒの取り組みについて推進する機運を醸成し更なる国民への浸透を図る。 
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２ 業務実施状況 

２－１ 普及啓発イベントの企画・運営業務（親子料理教室版） 

（１）親子料理教室の参加募集要領の作成 

   食品リサイクルの食材を使用し、食品リサイクルの取り組みを感じられる調

理から片付けまでの実習を行うことを参加者に意識していただけるような

募集要領を作成した。 

    

募集概要 

名称 めぐりふーど親子料理教室 

内容 日時 平成 27 年 11 月 21 日（土） 

   13：30～（2 時間半～３時間程度） 

 

場所 福井県生活学習館（ユー・アイふくい） 

   ３階 調理実習室 

 

募集対象 

対象は親子（２名１組）１０組計２０名を上限とし、

子供は小学生～中学生を対象とした。 

 

応募先(事務局) 株式会社セレスポ名古屋支店 

公募期間 平成 27 年 9 月 14 日～平成 27 年 10 月 16 日 

公募の配布・ 

設置先 

Ｇ・ＣＯＯＫ（福井市アンテナショップ） 

ユー・アイふくい、その他（料理教室・福井県施設等）

備考 食品リサイクルの食材を使用し、親子（親１・子１）

で調理から片付けまでを行う。 

一人当たりの食材費は 1,500 円を上限。 

参加者の参加費は無料。（会場までの旅費は自己負担）
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公募チラシ要領（表） 

Ａ４公募チラシ（表・カラー、裏・単色） 
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公募チラシ要領（裏） 

Ａ４公募チラシ（表・カラー、裏・単色） 
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（２）親子料理教室参加の公募 

     公募について当初の予定では、公募チラシの設置先として、Ｇ・ＣＯＯＫ

（福井市アンテナショップ）や福井県内の料理教室を多数視野に入れてい

たが、すべての料理教室から設置はできないとの回答であったため、観点

を変えて、親子連れが集まるような場所においていただくことを考え、設

置していただける場所を探し、下記の場所に設置していただいた。 

 

     設置箇所・設置枚数 

Ｇ・ＣＯＯＫ（福井市アンテナショップ） 50 枚 

福井県生活学習館（ユー・アイふくい） 100 枚 

福井県池田町役場 100 枚 

ふくい健康の森 200 枚 

福井県総合グリーンセンター 150 枚 

福井県こども家族館 50 枚 

エンゼルランドふくい 50 枚 

浅田クッキングスクール 50 枚 

特定非営利法人エコプランふくい 50 枚 

 

     Ｗｅｂ告知について当初の予定では、主催者、Ｇ・ＣＯＯＫ及びユー・ア

イふくいのホームページに公募告知の案内を掲載していただく予定をし

ていたが、Ｇ・ＣＯＯＫ及びユー・アイふくいより掲載はできないとの回

答であったため、主催者（環境省中部地方環境事務所）のホームページの

みの掲載となった。 

 

     上記の結果、公募期間を 10 月 16 日までとしていたが、定員 10 組 20 名

のところ、1 組 2 名しか集まらなかったため、公募期間を 11 月 10 日まで

延ばし、福井県にご協力いただき、福井市内の小学校へ公募チラシを約

5000 枚配布させていただいた結果、合計 20 組 43 名（3 組は親 1 名・子

2 名の応募）の応募をいただいた。 
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追加で配布した公募チラシ要領（表） 

Ａ４公募チラシ（表・カラー、裏・単色） 
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追加で配布した公募チラシ要領（裏） 

Ａ４公募チラシ（表・カラー、裏・単色） 
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    追加で配布した公募チラシ要領配布先小学校一覧 

 

小学校名 配布枚数 

福井市立木田小学校 915 枚 

福井市立豊小学校 555 枚 

福井市立足羽小学校 240 枚 

福井市立順化小学校 140 枚 

福井市立日之出小学校 335 枚 

福井市立旭小学校 215 枚 

福井市立和田小学校 615 枚 

福井市立社南小学校 850 枚 

福井市立岡保小学校 125 枚 

福井市立酒生小学校 200 枚 

福井市立上文殊小学校 70 枚 

福井市立六条小学校 110 枚 

福井市立文殊小学校 125 枚 

福井市立清明小学校 500 枚 

合計 4995 枚 

 

 

（３）親子料理教室参加の公募結果の可否及び通知 

     公募の結果、20 組 43 名の応募をいただいたため、担当官と協議の上、10

組 20 名を選定し、当選者には当選確定の通知を、非当選者には、非当選

のお知らせと、めぐりふーどクリアファイル、めぐりふーど説明チラシ、

親子で作るめぐりふーど・レシピを送付した。 
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当選者に送付した通知 

 ○○ ○○ 様 

    ○○ 様 

「めぐりふーど」親子料理教室 参加決定通知書  

 

この度は、「めぐりふーど」親子料理教室へご応募いただきまして、誠にありがとうござい

ました。 

 

参加申込みを受領し、貴殿の参加資格が決定されましたので通知いたします。 

つきましては、是非 11 月 21 日（土）の親子料理教室へご参加いただき、お子様と楽し

いひと時を過ごしていただきたくご案内申し上げます。 

なお、本書をもって参加の受付をさせていただきたいと思っておりますので、当日はこち

らの参加決定通知書を必ずご持参くださいますようお願いいたします。 

 

 ※参加者さまの不都合により、当日の参加をキャンセルされる場合は、事務局まで早急に

お知らせくださいますようお願いいたします。 

 

 

日  時：平成２７年１１月２１日（土）１３時３０分～（受付開始：12 時 30 分～） 

場  所：福井県生活学習館（ユー・アイふくい）３階 調理実習室 

（福井県福井市下六条町１４－１） 

持ち物：参加決定通知書(この用紙)、エプロン、三角巾、手拭き用タオル、筆記用具 

 

※必要な場合は、食べきれず残ったものを持ち帰る際のタッパーをお持ちください。 

ただし、お持ち帰りされた場合の衛生上の責任等については負いかねますので、ご了承くだ

さい。 
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事務局： 株式会社セレスポ名古屋支店 

住所： 愛知県名古屋市守山区四軒家 2-303 

ＴＥＬ： 052-771-7510  ＦＡＸ： 052-771-6530  ＭＡＩＬ： megurifood@cerespo.co.jp 

担当者： 小野島・柴田 



非当選者に送付した通知 

 ○○ ○○ 様 

    ○○ 様 

「めぐりふーど」親子料理教室 申込結果について 

 

この度は、「めぐりふーど」親子料理教室へご応募いただきまして、誠にありがとうござい

ました。 

 

 応募多数による厳正な抽選の結果、貴殿の申込みにつきましては、ご期待に添えない結果

となりましたので、お知らせいたします。 

誠に申し訳ございませんがご容赦下さい。 

 なお、粗品ではございますが、「親子で作る めぐりふーど・レシピ」を進呈いたしますの

で、ご査収いただければ幸いです。 
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事務局： 株式会社セレスポ名古屋支店 

住所： 愛知県名古屋市守山区四軒家 2-303 

ＴＥＬ： 052-771-7510  ＦＡＸ： 052-771-6530  ＭＡＩＬ： megurifood@cerespo.co.jp 

担当者： 小野島・柴田 



実際に当選者に送付した当選通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に非当選者に送付した資料（下記資料＋非当選通知） 
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（４）親子料理教室の企画・運営 

     食品リサイクルの取り組みが身近に感じられること及び環境に配慮した

調理・片付け等を参加者に学んでいただけるような内容とした。 

 
開催日時：平成２７年１１月２１日（土） 

          13 時 30～調理・試食後、片付けまで 
 

開催場所：福井県生活学習館（通称：ユー・アイふくい） 調理実習室 
         （福井市下六条町１４－１ ３階） 
          

 
内  容：食品リサイクル由来の食材等（可能であれば福井県産）を使用し

食品リサイクルの取り組みを身近に感じられるような料理教室。 
 

・１人当たりの食材費は 1,500 円を上限とする。 
・１テーブルに付き４名まで×５テーブルとし、参加者は最大 10
組 20 名を上限とする。 

・参加者の参加費は無料 （旅費は自己負担） 
・料理教室から排出されると思われる残飯等ごみ処理が必要なもの

は極力排出を抑えるよう工夫を行うとともに、やむを得ず発生す

るごみについては、福井市の処理基準に基づき処理を行う。 
 

-12- 



①料理教室への案内 
    料理教室は生活学習館（ユー・アイふくい）３階なので、１階入口正面、３

階曲がり角、受付前に案内立札を設置した。 
   

1 階メイン入口正面     3 階曲がり角      3 階料理教室受付前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  料理教室参加者控室： 
    調理実習室の隣の消費生活研修室を使用し、パイプ椅子 20 脚、テーブル 3

本を持ち込み、料理教室参加者の控室兼手荷物置き場として使用し、教室開催

中は運営スタッフにより施錠の管理を行った。 
 

料理講師・アシスタント： 
  料理講師として、福井市役所が運営するＧ・ＣＯＯＫ（アンテナショップ）

にて料理番組等で講師をされている、野路直美先生を福井市役所ガス・水道お

客様課よりご紹介いただいた。 
野路先生は福井市在住で、食品リサイクルの取り組みに対して、環境に配慮し

たエコクッキング等の講師も多数されており、自らの自宅においても食品リサ

イクルを取り入れた農業も行っており、今回の講師として、適任者であったた

め講師をお願いした。 
アシスタントは当初の予定では 5 人であったが、野路先生と実際に使う教室の

広さ等を考慮した結果、アシスタントは 2 名お願いすることとなった。 
アシスタントは野路先生の紹介で、平田美加さんと、山下比佐代さんにお願い

した。 
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②料理教室料理レシピ 
  メニューは、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を意識できるよう

なレシピを野路先生により考案していただき、具沢山スープ・手作りカレー豚

まん・スイートポテトに決定した。 
 
具沢山スープメニュー： 
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手作りカレー豚まんレシピ： 
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スイートポテトレシピ： 
 

 
上記 3 種類のメニューの食材は食品リサイクル推進に取り組んでいる野路さんの

自宅農園でとれた野菜や、食品リサイクルの取り組みに力を入れている、福井県

池田町産の食材をメインとして使用した。 
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③親子料理教室受付 
 料理教室の入口にテーブルを置き、参加者リストにより、受付を済まされた方

を確認し、レシピ、親御様用アンケート、お子様用アンケート、席次表をファイ

ルに入れ、配布した。 
席次はお子さんの年齢や性別などが固まらないように席次を考慮し、席次表を作

成した。 
料理教室当日は、３Ｒ全国大会及び近隣でイベントが開催されていたこともあり、

駐車場が満車になり、料理教室参加者がなかなか車を駐車できない事態が発生し

たが、ほぼ時間通りに開会することができた。 
３Ｒ全国大会や他のイベントと重なることは事前に知りえたため、料理教室参加

者の駐車場を確保すべきであった。 
 
 
④親子料理教室次第 

 

 

１２：３０～  受付（ユーアイふくい３階調理実習室前） 

 

１３：３０～  料理教室開催挨拶及び食品リサイクルについての説明 

環境省中部地方環境事務所  

廃棄物・リサイクル対策課長 小岩 真之 

 

１３：４０～  野路先生によるエコクッキング 

野路先生によるデモンストレーション 

参加者による調理実習 

試食開始（アンケート記入） 

 

１６：１０～  後片付け 

 

１６：３０    後片付け終了 
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⑤実施風景 

講師・アシスタントによる事前準備          受付  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

環境省中部地方環境事務所 廃棄物・リサイクル対策課長による 

料理教室開催挨拶及び食品リサイクルについての説明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

野路先生・アシスタントによる自己紹介、デモンストレーション 
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調理実習風景 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

調理実習風景 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

調理実習風景 
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完成                試食 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

試食中に野路先生の自宅で食品リサイクルにて育てた野菜の説明 
     説明後、参加者の皆様にお裾分け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート記入 
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後片づけ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後片づけ中に、どのテーブルが残滓を一番少なくできたかをチェック 

片付けを終えた方から解散 
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⑥親子料理教室におけるアンケート調査の分析 
 アンケート調査は親子料理教室参加者に対し親御様１０名とお子様１０名の計

２０名にしていただいた。 
  アンケートは親御様用とお子様用の２種類に分けて実施した。 
  親御様用アンケート：（親御様１０名対象） 
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１、「めぐりふーど」という言葉を知っていましたか？ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
２、「食品リサイクル」という言葉を知っていましたか？ 
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知っていた 0
今回の料理教室で知った 9
聞いた事はあるが内容までは知らなかった 1

知っていた 3
名前は知っていた 3
今回の料理教室で知った 4



３、「食品リサイクルによって生まれた食材」をご家庭でも使用したいと思いますか？ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
・使用したいと思う具体的理由（自由記述） 
 

 
・食品リサイクルの食材にどんな物があるのかよくわからないのが本音ですが無農薬

で出来た物であれば、リサイクルと言っても変わらない食材だと思うので。 
 
・食材のゴミは出さないですべて使い切る、賞味期限切れを出さない。 
 
・もったいないから。 
 
・いろいろな化学肥料や、混ぜ物の多い餌を食べて育った物よりも、安心して食べる

ことができるので。 
 
・無駄を無くして、もったいない事を減らしたい。 
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使用したい 9
どちらともいえない 1
使用したくない 0



４、今後、食品リサイクルに関するイベントがあったら参加したいと思いますか？ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
・参加したいと思う具体的理由（自由記述） 
 

 
・子供に食の事を教えられるよい機会になるため。 
 
・他にも色んな料理や、活用方法があれば習いたいので。 
 
・子供にも教えていきたいと思うので。 
 
・野菜の無駄のない使い方や栄養の取り方について学ぶことも多く、料理の時の一工

夫等も知ることができるから。 
 
・子供と一緒に学ぶのはとても大切だと思います、家ではなかなかできないので、教

えていただきながら子供と「一緒にする」といういい機会をありがとうございまし

た。 
 
・エコクッキングのため。 
 
・もう少し詳しく知りたいと思うから。 
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参加したい 10
どちらともいえない 0
参加したくない 0



５、本日のめぐりふーど親子料理教室のご感想をお聞かせください 
 （自由筆記） 
 
・私が参加したくて娘（中学１年生）を誘いました。思った以上に本格的なのに簡単

で驚きました。手作り豚まんを今度は家族のために娘と一緒に作ってみようと思い

ます。ありがとうございました。 
 
・勉強になりました、難しいと思っていた料理も意外にすぐにできました。 
 
・至れり尽くせりで楽しくできました、家でも作ってみようと思います。 
 
・楽しくて、おいしかったです。 
 
・豚まんがすごくおいしかったです、野路先生の料理教室に初めて参加したのは１０

年以上も前になります、これからも参加し、いろいろ勉強したいです、ありがとう

ございました。 
 
・調理時間が楽しかったです、スイートポテトがとても甘くておいしかったです。 
 
・家では忙しく、なかなか親子でゆっくり料理をする時間がとれないので、今回こう

いったイベントがあり、とても楽しかったです。 
 
・野菜を細かく無駄のない様に使うやり方は、今までどれだけ無駄にしていたかよく

わかりました。 
 これからの毎日の料理にも生かしていきたいです、楽しかったです、ありがとうご

ざいました。 
 
・おしくて、早く作れるので、家でも試してみようと思います。 
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 お子様用アンケート：（お子様１０名対象） 
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１、今日は楽しかったですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２、今日作ったお料理をまたお家で作ってみたいですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・作ってみたいと思う具体的理由（自由記述） 
 
・思ったよりも簡単だったから、ゴミがでなかった。 
・とてもおいしかったし、楽しかった。 
・おいしかったし、簡単だったから。 
・とてもおいしかったから。 
・すごくいろんなお料理を作って楽しかったし、おいしかったから。 
・おじいちゃんやおばあちゃんに食べてほしいから。 
・おいしかったから。 
・とてもおいしかったから。 
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とても楽しかった 9
まあまあ楽しかった 1
あまり楽しくなかった 0
楽しくなかった 0

作りたい 10
わからない 0
作りたくない 0



３、「めぐりふーど」とはどのようなものかわかりましたか？ 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

４、またこのようなイベントがあったら参加したいですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５、今日からできる、地球にやさしい事を自由に書いてみよう（自由筆記） 
 
・残さず食べる。 
・お風呂の残り湯を洗濯に使う。 
・野菜の葉っぱも食べる。 
・ご飯の食べ残しを無くす、歯磨きをしている時に水を出しっぱなしにしない。 
・好き嫌いをなくす、ゴミをなるべく出さない。 
・好き嫌いをしないで食べる。 
・根、皮、葉も食べること。 
・好き嫌いをしないで、色んな食べ方を考えて食べる。 
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よくわかった 8
まあまあわかった 1
あまりわからなかった 1
全然わからなかった 0

参加したい 9
わからない 1
参加したくない 0



⑦アンケート結果まとめ 
（親御様用） 
・問１の「めぐりふーど」の認知度調査では、９割の方が今回の料理教室で知った、

１割の方が聞いた事はあるが内容までは知らなかったという結果だったため、今回

のイベントが参加者にとって「めぐりふーど」の言葉の意味を理解する良い場にな

ったと思われる。 
・問２の「食品リサイクル」の認知度調査では、食品リサイクルの内容までわかって

いた方が３割、言葉は聞いた事があるという方が３割、今回の料理教室で知った方

が４割となり、「食品リサイクル」という言葉が半分以上の方に認識されているこ

とが解り、問３の食品リサイクルによって生まれた食材を家庭でも使用したいと思

うかどうかの問いでも、９割の方が使用したい、１割の方がどちらともいえないと

いう結果になり、今回の親子料理教室により、食品リサイクル食材のイメージが向

上していると思われる結果となった。また問４の今後、食品リサイクルに関するイ

ベントがあったら参加したいですか？という問いには１００%の方が、参加したい

という結果になり、問５の今回の親子料理教室の感想についても、勉強になったや、

楽しかった、おいしかった、子供と一緒に作れてよかった等、今回のイベントが有

意義なものであったと思われる回答であった。 
 
（お子様用） 
・問１の今日は楽しかったですか？という質問には、９割がとても楽しかった、１割 

がまあまあ楽しかったという結果になり、全員のお子様から楽しかったという評価

をいただき、問２の今日作った料理を家でまた作ってみたいですかという問いには

１００%のお子様に、また作りたいと思っていただけた。理由としてはおいしかっ

た、楽しかったが多かった。 
・問３の「めぐりふーど」の意味が解りましたか？の質問については、９割のお子様

がわかった、１割のお子様があまりわからなかったという結果となり、参加された

ほとんどのお子様にも「めぐりふーど」の意味をご理解いただけた結果となった。 
・問４のまたこのようなイベントがあったら参加したいですか？という問いには、９

割のお子様が参加したい、１割のお子様がわからない、という結果となり、ほとん

どのお子様にまた参加したいと思っていただけるイベントとなった。 
・問５の今日からできる地球にやさしい事を自由に書いてみようという自由筆記に関

しては、好き嫌いをなくすや、食品の端の部分まで食べるようにするなど、食品リ

サイクルに関連する内容が多く見られた。 
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２-２ 普及啓発イベントの企画・運営業務（マルシェ（市場）版） 

（１）マルシェ（市場）会場及び参加団体の選定 
  マルシェ会場の選定に当たっては、名古屋駅地区街づくり協議会と調整の上、ミ

ッドランドスクエアの南側広場を選定し、参加団体の選定に当たっては、食品リ

サイクル推進サポーター等を参考にし、食品リサイクルの取り組みを行っている

ユニー株式会社、ＪＡあいち経済連、トヨタファーム、太田油脂株式会社、株式

会社 Japan Food Expert、ＪＡなごやを選定した。 
 
 

（２）マルシェ（市場）会場及び参加団体の決定 
  マルシェ会場は担当官と名古屋駅地区街づくり協議会と協議の上、ミッドランド

スクウェアの南側広場に決定した。 参加団体については、ユニー株式会社、Ｊ

Ａあいち経済連、トヨタファーム、太田油脂株式会社の４社は都合が合わせられ

ないという返答であったため、ＪＡなごやと株式会社 Japan Food Expert に参

加していただく事に決定した。 
 
 

（３）マルシェ（市場）開催に伴う広報 
  マルシェ開催に伴う広報として、Ｂ２ポスターを２００枚作成し、各参加団体の

関係機関へ配布していただき、提示していただいた。 
  その他にマルシェ開催とめぐりふーどという言葉の周知のため、ＦＭ愛知のラジ

オ放送スポットＣＭ枠を使用した。 
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マルシェ開催告知のＢ２ポスター： 
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マルシェ開催告知のラジオスポットＣＭ概要： 
 
・晴天時ＣＭ原稿 
 
めぐりふーどマルシェ ラジオ CM20 秒  
- - - - - - - - - - - - - - - - - -  
「めぐりふーどマルシェ篇 荒天告知なし」 
♪〜（明るい、さわやかな音楽、ピアノ） 
男性：いま話題の食品リサイクルから出来た食品「めぐりふーど」。 
女性：その、お野菜やお弁当販売、試食会も出来る 
  『めぐりふーどマルシェ』が 
   10 月 31 日土曜日に開催決定！ 
男性：場所は、ミッドランドスクエア南側広場にて 
   午前 10 時から。 
女性：詳しくは［めぐりふーど］で検索。 
 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
 
・荒天時ＣＭ原稿 
 
「めぐりふーどマルシェ篇 荒天告知あり」 
♪〜（明るい、さわやかな音楽、ピアノ） 
男性：食品リサイクルから出来た食品「めぐりふーど」。 
女性：その、お野菜やお弁当販売、試食会も出来る 
  『めぐりふーどマルシェ』が 
   10 月 31 日土曜日に開催！ 
男性：場所は、ミッドランドスクエア南側広場にて。 
   荒天の場合は、11 月 14 日に延期します。 
女性：詳しくは［めぐりふーど］で検索。 
 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
 
上記、晴天時用、荒天時用を準備し、荒天時用を CM で使用した。 
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・ラジオスポットＣＭスケジュール表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ラジオ本番収録風景 
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（４）マルシェ（市場）の企画・運営 

 ・全体レイアウト 
 

    
   

・参加団体ブース①、② 
   食品リサイクルに関する食品（商品）を展示販売するためのブースを設置 
   （９尺×２間テント３張） 

テント① 
JAなごや野菜販売テント２張 
食品リサイクルにより生産された野菜を販売 
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テント② 
株式会社Japan Food Expert（コメル）お弁当販売テント１張 
食品リサイクルにより生産された食品を使ったお弁当を豚のこま切れから揚

げ弁当と三州豚コロッケ弁当の２種類を販売（各１００個販売） 
（トヨタファームの三州豚と太田油脂株式会社の油を使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・休憩テント 

   食品（商品）を買っていただいた方々が休憩できるような場所をケータリング

カー前に設置（９尺×２間テント１張 テーブル・イス） 
 

③ケータリングカー（株式会社Japan Food Expert（コメル）） 
   美味しいことは優しいことを実感していただくために、来場者に食品リサイク

ル由来の食品（サンプリング）を味わっていただくためにケータリングカーを

設置し食材を提供した。 
   （食品リサイクルの取り組みで生産されたトヨタファームの三州豚とJAなごや

で生産された大根を調理し試食用に配布） 
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④主催者ＰＲブース 
   食品リサイクルや３Ｒの取り組みについて通行者や買い物客などにＰＲする

ためのブースを設置（９尺×２間テント１張） 
   アンケートをしていただいた方にパンフレット（めぐりふーどクリアファイ

ル・めぐりふーどチラシ・めぐりふーどレシピ）を配布。 
 

 
・ブース詳細図 
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３Ｒ推進中部地⽅⼤会 クイズ＆アンケート 
※回答・ご記⼊後、スタッフにお渡しください。「めぐりふーどレシピ集」を進呈します。 

◆めぐりふーどクイズ 
Ｑ．「めぐりふーど」のシンボルマークはどれでしょうか？ （当てはまるもの１つに○）。 

 
 
 
 

 
① 

 
 
 
 
     
   ②

 
  
 
 

     
   ③ 

 

◆アンケート 
Ｑ１．⾷品がリサイクルできることを知っていましたか？ 

□知っていた  
□知らなかった 

Ｑ２．「めぐりふーど」について、理解できましたか？ 
□良く理解できた         □まあまあ理解できた 
□あまり理解できなかった     □まったく理解できなかった 

Ｑ３．「めぐりふーど」の取組は、どんなところが良いと思いますか？（複数回答可） 
□ごみが減る 
□地産地消に役⽴つ 
□⽣産者の顔が⾒える野菜・⾁が提供される 
□消費者が環境活動に貢献できる 
□その他（              ） 

Ｑ４．あなたの住まいの近くに「めぐりふーど」に取り組む⾷品スーパーや飲⾷店があった場合、利⽤
しますか？（複数回答可） 
□「めぐりふーど」に取り組む⾷品スーパーで買い物をしたい 
□⾷品スーパー等で「めぐりふーど」で⽣産した野菜や⾁を購⼊したい 
□「めぐりふーど」に取り組む飲⾷店を優先的に利⽤したい 
□特に利⽤しようと思わない 

Ｑ５．ご回答者についてお答えください。（当てはまるもの１つに○） 
（１）性 別  □男性    □⼥性 
（２）年 齢  □２０歳未満 □２０代 □３０代 □４０代 □５０代 □６０代以上 
（３）居住地  □名古屋市内 □名古屋市以外の愛知県 □岐⾩県 □三重県 
        □その他の都道府県（      ）

ご回答ありがとうございました。 中部地⽅環境事務所 
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３R 推進中部地⽅⼤会 めぐりふーどマルシェ アンケケート集計結果 
○アンケート実施時間：H27.10.31（⼟） 10:00〜12:00 ○回答数：52 名 

Ｑ１．⾷品がリサイクルできることを知っていましたか？ 
選択肢 回答数 内訳

知っていた 18 
男性 8
⼥性 10

知らなかった 32 
男性 13
⼥性 19

無回答 ２

Ｑ２．「めぐりふーど」について、理解できましたか？ 
選択肢 回答数

良く理解できた 19
まあまあ理解できた 26
あまり理解できなかった 5
まったく理解できなかった 1
無回答 1

Ｑ３．「めぐりふーど」の取組は、どんなところが良いと思いますか？（複数回答可） 
選択肢 回答数

ごみが減る 44
地産地消に役⽴つ 26
⽣産者の顔が⾒える野菜・⾁が提供される 13
消費者が環境活動に貢献できる 13
その他（      ） 0

Ｑ４．あなたの住まいの近くに「めぐりふーど」に取り組む⾷品スーパーや飲⾷店があった場合、利
⽤しますか？（複数回答可） 

選択肢 回答数 
「めぐりふーど」に取り組む⾷品スーパーで買い物をしたい 27 
⾷品スーパー等で「めぐりふーど」で⽣産した野菜や⾁を購⼊したい 27 
「めぐりふーど」に取り組む飲⾷店を優先的に利⽤したい 14 
特に利⽤しようと思わない 4 

Ｑ５．ご回答者についてお答えください。（当てはまるもの１つに○） 
（１）性別  男性：21 名 ⼥性：29 名 無回答：２名 
（２）年齢  ２０歳未満：4 名 ２０代：6 名 ３０代：16 名 ４０代：7 名 ５０代：５名 

６０代以上：10 名 無回答：4 名 
（３）居住地 名古屋市内：21 名 名古屋市以外の愛知県：17 名 岐⾩県：2 名 三重県：２名 

その他の都道府県：5 名（⼤阪 2、東京 1、⽯川 1） 無回答:5 名 
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・ＰＲステージ 
   主催者や参加団体の関係者が食品リサイクルや３Ｒについての取り組みを来

場者にＰＲ・紹介するためのミニステージを設置（司会者・簡易音響付） 
   （W2700×D1800×H100ステージ、バックパネル付） 
 
  ・マルシェ開催に当たっては名古屋駅地区街づくり協議会の指導の下、中村保健

所、中村消防署への届出を行った。 
 

サイン関係： 
・ＰＲステージバックパネル 

   W2700×H2400 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・入口立看板（東西に１枚づつ１枚設置） 
   W900×H1800 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-40- 



（５）マルシェ（市場）のスタッフ配置 

  ・会場運営スタッフ（3 名） 

   PR ステージの進行及び会場全体を運営・管理するスタッフを配置 

   運営ディレクター1 名（全体管理・ステージ進行管理） 

   運営スタッフ 2 名（主催者ブース等で運営手伝い） 

    

  ・誘導スタッフ（2 名） 

   通行者の安全管理及び会場内への呼び込みスタッフを配置 

    

  ・ケータリングカーへの呼び込みスタッフ（2 名） 

   （調理スタッフ 2 名手配） 

 

（６）マルシェ（市場）の当日スケジュール 
   ・会場設営 7：00~9：00 
   ・開催   10：00~15：00 
   ・会場撤去 15：00~18：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-41- 



（７）実施風景 

  

イベント会場東側入口風景       イベント会場西側入口風景 

 

イベント会場西側入口風景        イベント会場西側入口風景 

 

イベント会場東側風景        中部地方環境事務所ブース 
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ミニステージ             環境省中部地方環境事務所 

          廃棄物・リサイクル対策課長による挨拶 

 

JA なごや代表による挨拶       株式会社 Japan Food Expert 代表による挨拶 
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